
(57)【要約】

【課題】バッグを持つ人の静電気を外部に放電できるよ

うにした、バッグを提供する。

【解決手段】バッグ本体２と、バッグ本体２の所定の位

置に取り付けられた握手部３ａ、３ａとを備え、握手部

３ａ、３ａ、バッグ本体２の側面Ｓ２及びバッグ本体２

の底面Ｂ２の間が導電性繊維で繋がれている。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
バ ッ グ 本 体 と 、 前 記 バ ッ グ 本 体 の 所 定 の 位 置 に 取 り 付 け ら れ た 握 手 部 と を 備 え 、 前 記 握 手
部 、 前 記 バ ッ グ 本 体 の 側 面 及 び 前 記 バ ッ グ 本 体 の 底 面 の 間 が 導 電 性 繊 維 で 繋 が れ て い る 、
バ ッ グ 。
【 請 求 項 ２ 】
バ ッ グ 本 体 と 、 前 記 バ ッ グ 本 体 の 所 定 の 位 置 に 取 り 付 け ら れ た 握 手 部 と 、 前 記 バ ッ グ 本 体
の 底 部 に 設 け ら れ た 底 鋲 と を 備 え 、 前 記 握 手 部 、 前 記 バ ッ グ 本 体 の 側 面 及 び 前 記 底 鋲 の 間
が 導 電 性 繊 維 で 繋 が れ て い る 、 バ ッ グ 。
【 請 求 項 ３ 】
脱 着 可 能 な シ ョ ル ダ 紐 を 更 に 備 え 、 前 記 バ ッ グ 本 体 に は 、 所 定 の 位 置 に 、 前 記 シ ョ ル ダ 紐
を 取 り 付 け る 、 導 電 性 材 料 で 製 さ れ た 一 対 の シ ョ ル ダ 取 付 部 が 更 に 設 け ら れ て お り 、 前 記
シ ョ ル ダ 紐 は 、 そ の 両 端 の 各 々 に 、 導 電 性 材 料 で 製 さ れ た 取 付 具 を 有 し 、 前 記 シ ョ ル ダ 紐
に は 、 導 電 性 繊 維 が 、 前 記 導 電 性 材 料 で 製 さ れ た 一 対 の 取 付 具 の 間 を 繋 ぐ よ う に 設 け ら れ
て お り 、 前 記 導 電 性 材 料 で 製 さ れ た 一 対 の シ ョ ル ダ 取 付 部 の 各 々 は 、 前 記 握 手 部 、 前 記 バ
ッ グ の 側 面 及 び 前 記 底 鋲 の 間 を 繋 ぐ 導 電 性 繊 維 に 結 線 さ れ て い る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の バ ッ
グ 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 握 手 部 の 表 面 側 に 、 広 い 面 積 を 形 成 す る よ う に 導 電 性 繊 維 を 配 置 し た 、 請 求 項 １ ～ ３
の い ず れ か に 記 載 の バ ッ グ 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 導 電 性 繊 維 の 表 面 を 毛 羽 立 た せ て い る 、 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か に 記 載 の バ ッ グ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 バ ッ グ に 関 し 、 特 に 、 バ ッ グ を 持 つ 人 の 静 電 気 を 外 部 に 放 電 で き る よ う に し
た 、 バ ッ グ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 時 、 導 電 性 を 有 し 、 帯 電 す る 静 電 気 を コ ロ ナ 放 電 に よ り 除 電 す る こ と が で き る 導 電 性
繊 維 が 開 発 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 導 電 性 繊 維 と し て は 、 例 え ば 、 ア ク リ ル 繊 維 や ナ イ ロ ン 繊 維 に 、 Ｃ ｕ ５ Ｓ ５

膜 を 被 覆 し た も の （ 商 品 名 ： 「 サ ン ダ ー ロ ン 」 （ 日 本 蚕 毛 染 色 株 式 会 社 製 、 株 式 会 社 東 神
製 ） ） そ の 他 の 導 電 性 繊 維 が 多 数 開 発 さ れ て い る （ 例 え ば 、 商 品 名 ： 「 パ レ ル 」 （ 東 レ 株
式 会 社 製 ） 、 商 品 名 ： 「 ル ア ナ 」 （ 東 レ 株 式 会 社 製 ） 、 商 品 名 ： 「 ス ー パ エ レ キ ル 」 （ 三
菱 レ イ ヨ ン 株 式 会 社 製 ） 、 商 品 名 ： 「 ク ラ カ ー ボ 」 （ 株 式 会 社 ク ラ レ 製 ） 、 商 品 名 ： 「 ベ
ル ト ロ ン 」 （ カ ネ ボ ウ 合 繊 株 式 会 社 製 ） 、 商 品 名 ： 「 ア ン ゼ ル ス 　 Ｓ Ｔ 」 （ カ ネ ボ ウ テ キ
ス タ イ ル 株 式 会 社 製 ） 、 商 品 名 ： 「 ア ン ゼ ル ス 　 Ｆ Ｍ 」 （ （ カ ネ ボ ウ テ キ ス タ イ ル 株 式 会
社 製 ） 、 商 品 名 ： 「 Ｓ Ａ － ７ 」 （ 東 レ 株 式 会 社 製 ） 、 商 品 名 ： 「 電 気 ト ー ル 」 （ 日 本 バ イ
リ ー ン 株 式 会 社 製 ） 等 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う な 導 電 性 繊 維 は 、 ミ シ ン 糸 等 と し て 、 装 飾 体 や 、 シ ー ル や 、 被 服 の フ ァ ス ナ ー
等 に 使 用 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ － ２ ５ ５ ９ ９ ５ 号
【 特 許 文 献 ２ 】 実 登 録 ３ ０ ４ ４ ２ ０ ０ 号
【 特 許 文 献 ３ 】 実 登 録 ３ ０ ７ ２ ６ ６ ７ 号 　 ま た 、 静 電 気 帯 電 防 止 バ ッ グ が 、 既 に 、 提 案 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 図 ４ は 、 そ の よ う な 従 来 の 静 電 気 帯 電 防 止 用 バ ッ グ の 一 例 を 概 略 的 に 示 す 斜 視 図 で あ り
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、 ま た 、 図 ５ は 、 図 ４ 中 、 領 域 Ｒ １ ０ １ を 拡 大 し て 概 略 的 に 示 す 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 静 電 気 帯 電 防 止 用 バ ッ グ １ ０ １ は 、 バ ッ グ 本 体 １ ０ ２ の フ レ ー ム １ １ ０ の 内 側 に 、
例 え ば 、 ア ル ミ ニ ウ ム で 製 さ れ た 導 電 材 料 １ １ １ を 貼 り 付 け 、 フ レ ー ム １ １ ０ の 外 側 に 、
例 え ば 、 ア ル ミ ニ ウ ム で 製 さ れ た 導 電 材 料 １ １ ２ を 貼 り 付 け 、 導 電 材 料 １ １ １ 、 フ レ ー ム
１ １ ０ 及 び 導 電 材 料 １ １ ２ を 導 電 性 機 能 を 有 す る カ シ メ 用 鋲 １ １ ６ で 固 定 し 、 導 電 材 料 １
１ ２ 、 バ ッ グ 本 体 １ ０ ２ の 底 部 Ｂ １ ０ ２ を 導 電 性 機 能 を 有 す る 底 鋲 １ ０ ５ で 固 定 し て い る
。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 静 電 気 帯 電 防 止 用 バ ッ グ １ ０ １ は 、 以 上 の 構 成 を 備 え る 結 果 、 バ ッ グ 内 に 帯 電 す る
静 電 気 を 、 導 電 材 料 １ １ １ 、 カ シ メ 用 鋲 １ １ ６ 、 導 電 材 料 １ １ ２ 及 び 底 鋲 １ ０ ５ を 介 し て
外 部 へ 放 電 す る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。
【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 平 １ ０ － １ １ ６ ６ ９ ５ 号
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 し た よ う な 従 来 の 静 電 気 帯 電 防 止 用 バ ッ グ １ ０ １ は 、 バ ッ グ 内 に 帯
電 す る 静 電 気 を 、 導 電 材 料 １ ０ ４ 、 カ シ メ 用 鋲 １ ０ ６ 、 導 電 材 料 １ ０ ５ 及 び 底 鋲 １ ０ ７ を
介 し て 外 部 へ 放 電 す る こ と が で き る よ う に な っ て い る が 、 静 電 気 に 帯 電 し て い る 人 の 静 電
気 を 外 部 に 放 電 で き る よ う に よ う に は さ れ て い な い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 例 え ば 、 冬 場 等 、 空 気 が 乾 燥 し て い る よ う な 場 合 、 静 電 気 が 人 に 帯 電 し て お り 、 車 の 扉
や 、 部 屋 の ド ア に 手 指 を 近 づ け た り 、 何 か を 持 と う と し て 、 そ の 物 の 近 く に 手 指 を 近 づ け
た り す る と 、 手 指 と 車 の 扉 と の 間 や 、 手 指 と ド ア の 扉 と の 間 や 、 手 指 と 物 と の 間 に 、 静 電
気 の 火 花 が 飛 び 、 こ の 時 、 人 は 、 疼 痛 を 手 指 に 感 じ 、 不 快 な 気 持 ち に な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は 、 以 上 の よ う な 問 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ っ て 、 帯 電 し た 人 が 、
バ ッ グ を 持 つ こ と で 、 静 電 気 に 帯 電 し て い る 人 の 静 電 気 を 外 部 に 放 電 で き る よ う に よ う に
し た バ ッ グ を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の バ ッ グ は 、 バ ッ グ 本 体 と 、 バ ッ グ 本 体 の 所 定 の 位 置 に 取 り 付 け ら れ た
握 手 部 と を 備 え 、 握 手 部 、 バ ッ グ 本 体 の 側 面 及 び バ ッ グ 本 体 の 底 面 の 間 が 導 電 性 繊 維 で 繋
が れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の バ ッ グ は 、 バ ッ グ 本 体 と 、 バ ッ グ 本 体 の 所 定 の 位 置 に 取 り 付 け ら れ た
握 手 部 と 、 バ ッ グ 本 体 の 底 部 に 設 け ら れ た 底 鋲 と を 備 え 、 握 手 部 、 バ ッ グ 本 体 の 側 面 及 び
底 鋲 の 間 が 導 電 性 繊 維 で 繋 が れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の バ ッ グ は 、 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の バ ッ グ が 、 脱 着 可 能 な シ ョ
ル ダ 紐 を 更 に 備 え 、 バ ッ グ 本 体 に は 、 所 定 の 位 置 に 、 シ ョ ル ダ 紐 を 取 り 付 け る 、 導 電 性 材
料 で 製 さ れ た 一 対 の シ ョ ル ダ 取 付 部 が 更 に 設 け ら れ て お り 、 シ ョ ル ダ 紐 は 、 そ の 両 端 の 各
々 に 、 導 電 性 材 料 で 製 さ れ た 取 付 具 を 有 し 、 シ ョ ル ダ 紐 に は 、 導 電 性 繊 維 が 、 導 電 性 材 料
で 製 さ れ た 一 対 の 取 付 具 の 間 を 繋 ぐ よ う に 設 け ら れ て お り 、 導 電 性 材 料 で 製 さ れ た 一 対 の
シ ョ ル ダ 取 付 部 の 各 々 は 、 握 手 部 、 バ ッ グ 本 体 の 側 面 及 び 底 鋲 の 間 を 繋 ぐ 導 電 性 繊 維 に 結
線 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の バ ッ グ は 、 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載 の バ ッ グ の 、 握 手 部 の 表 面
側 に 、 広 い 面 積 を 形 成 す る よ う に 導 電 性 繊 維 を 配 置 し た 。
【 ０ ０ １ ５ 】
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　 請 求 項 ５ に 記 載 の バ ッ グ は 、 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か に 記 載 の バ ッ グ に 用 い る 、 導 電 性
繊 維 の 表 面 を 毛 羽 立 た せ て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の バ ッ グ で は 、 握 手 部 、 バ ッ グ 本 体 の 側 面 及 び バ ッ グ 本 体 の 底 面 の 間 が
導 電 性 繊 維 で 繋 が れ て い る の で 、 バ ッ グ が 、 例 え ば 、 床 や 地 面 上 に 置 か れ て い れ ば 、 バ ッ
グ に 帯 電 す る 静 電 気 は 、 本 体 の 底 面 か ら 床 や 地 面 上 に 放 電 さ れ る 。 ま た 、 バ ッ グ に 帯 電 す
る 静 電 気 は 、 導 電 性 繊 維 を 介 し て 、 空 中 に 、 放 電 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 人 が バ ッ グ を 持 つ 際 に 必 ず 触 れ る 握 手 部 に も 導 電 性 繊 維 を 配 し 、 静 電 気 を 帯 電 し
て い る 人 が 、 バ ッ グ を 持 つ 際 に 、 必 ず 、 導 電 性 繊 維 に 触 れ る よ う に し て い る の で 、 人 に 帯
電 し て い る 静 電 気 は 、 導 電 性 繊 維 を 介 し て 床 や 地 面 上 や 空 中 に 放 電 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の 結 果 、 こ の バ ッ グ を 持 っ た 人 は 、 自 己 に 帯 電 し て い る 静 電 気 が 外 部 に 放 電 さ れ る こ
と に な り 、 手 指 と 物 と の 間 に 、 静 電 気 の 火 花 が 飛 ぶ こ と が 著 し く 減 少 す る の で 、 疼 痛 を 手
指 に 感 じ 、 不 快 な 気 持 ち に な る こ と が 著 し く 減 少 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の バ ッ グ は 、 握 手 部 、 バ ッ グ 本 体 の 側 面 及 び 底 鋲 の 間 が 導 電 性 繊 維 で 繋
が れ て い る の で 、 バ ッ グ が 、 例 え ば 、 床 や 地 面 上 に 置 か れ て い れ ば 、 バ ッ グ に 帯 電 す る 静
電 気 は 、 本 体 の 底 面 か ら 床 や 地 面 上 に 放 電 さ れ る 。 ま た 、 バ ッ グ に 帯 電 す る 静 電 気 は 、 導
電 性 繊 維 を 介 し て 、 空 中 に 、 放 電 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 人 が バ ッ グ を 持 つ 際 に 必 ず 触 れ る 握 手 部 に も 導 電 性 繊 維 を 配 し 、 静 電 気 を 帯 電 し
て い る 人 が 、 バ ッ グ を 持 つ 際 に 、 必 ず 、 導 電 性 繊 維 に 触 れ る よ う に し て い る の で 、 人 に 帯
電 し て い る 静 電 気 は 、 導 電 性 繊 維 を 介 し て 床 や 地 面 上 や 空 中 に 放 電 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の 結 果 、 こ の バ ッ グ を 持 っ た 人 は 、 自 己 に 帯 電 し て い る 静 電 気 が 外 部 に 放 電 さ れ る の
で 、 手 指 と 物 と の 間 に 、 静 電 気 の 火 花 が 飛 ぶ こ と が 著 し く 減 少 す る の で 、 疼 痛 を 手 指 に 感
じ 、 不 快 な 気 持 ち に な る こ と が 著 し く 減 少 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の バ ッ グ は 、 シ ョ ル ダ 紐 の 両 端 の 各 々 に 、 導 電 性 材 料 で 製 さ れ た 取 付 具
を 有 し 、 且 つ 、 こ れ ら 一 対 の 取 付 具 の 間 を 繋 ぐ よ う に 導 電 性 繊 維 を 設 け て お り 、 導 電 性 材
料 で 製 さ れ た 一 対 の シ ョ ル ダ 取 付 部 の 各 々 は 、 握 手 部 、 バ ッ グ 本 体 の 側 面 及 び 底 鋲 の 間 を
繋 ぐ 導 電 性 繊 維 に 結 線 さ れ て い る の で 、 シ ョ ル ダ 紐 に 設 け ら れ て い る 取 付 具 を バ ッ グ 本 体
に 設 け ら れ て い る シ ョ ル ダ 取 付 部 に 取 り 付 け る と 、 バ ッ グ が 、 例 え ば 、 床 や 地 面 上 に 置 か
れ て い れ ば 、 バ ッ グ に 帯 電 す る 静 電 気 は 、 本 体 の 底 面 か ら 床 や 地 面 上 に 放 電 さ れ る 。 ま た
、 バ ッ グ に 帯 電 す る 静 電 気 は 、 導 電 性 繊 維 を 介 し て 、 空 中 に 、 放 電 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 人 が バ ッ グ を 担 ぐ た め に シ ョ ル ダ 紐 を 肩 に か け る と 、 必 ず 、 導 電 性 繊 維 に 触 れ る
こ と に な る の で 、 人 に 帯 電 し て い る 静 電 気 は 、 導 電 性 繊 維 を 介 し て 床 や 地 面 上 や 空 中 に 放
電 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の 結 果 、 こ の バ ッ グ を シ ョ ル ダ 紐 を 利 用 し て 肩 に 担 い だ 人 は 、 自 己 に 帯 電 し て い る 静
電 気 が 外 部 に 放 電 さ れ る の で 、 手 指 と 物 と の 間 に 、 静 電 気 の 火 花 が 飛 ぶ こ と が 著 し く 減 少
す る の で 、 疼 痛 を 手 指 に 感 じ 、 不 快 な 気 持 ち に な る こ と が 著 し く 減 少 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の バ ッ グ で は 、 握 手 部 の 表 面 側 に 、 広 い 面 積 を 形 成 す る よ う に 導 電 性 繊
維 を 配 置 し て い る の で 、 静 電 気 に 帯 電 し た 人 が 、 握 手 部 に 指 手 を 接 近 さ せ て も 、 手 指 の 一
点 か ら 握 手 部 の 一 点 に 静 電 気 の 火 花 が 飛 ぶ と い う 現 象 が 著 し く 減 少 す る の で 、 仮 に 、 こ の
バ ッ グ を 持 つ 人 が 、 静 電 気 に 帯 電 し て い た と し て も 、 手 指 と 握 手 部 と の 間 に 、 静 電 気 の 火
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花 が 飛 ぶ こ と が 著 し く 減 少 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の 結 果 、 こ の バ ッ グ に は 、 バ ッ グ を 持 つ 際 に 、 疼 痛 を 手 指 に 感 じ 、 不 快 な 気 持 ち に な
る こ と が 著 し く 減 少 さ せ る こ と が で き る 、 と い う 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の バ ッ グ で は 、 導 電 性 繊 維 の 表 面 を 毛 羽 立 た せ て い る の で 、 バ ッ グ か ら
空 中 へ 、 静 電 気 が 放 電 さ れ 易 く な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の 結 果 、 こ の バ ッ グ に は 、 バ ッ グ を 持 つ 際 に 、 疼 痛 を 手 指 に 感 じ 、 不 快 な 気 持 ち に な
る こ と が 著 し く 減 少 さ せ る こ と が で き る 、 と い う 効 果 が あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 以 下 、 本 発 明 に 係 る バ ッ グ の 一 例 を 、 図 面 を 参 照 し な が ら 、 更 に 、 詳 し く 説 明 す る 。
（ 実 施 例 １ ）
　 図 １ は 、 本 発 明 に 係 る バ ッ グ の 一 例 を 概 略 的 に 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の バ ッ グ １ は 、 バ ッ グ 本 体 ２ と 、 一 本 の 紐 （ こ こ で は 、 「 紐 」 と い う 用 語 を 用 い て い
る が 、 「 紐 」 と い う 意 味 合 い の 中 に は 、 通 常 の 紐 の 他 、 繊 維 、 織 布 、 不 織 布 、 ミ シ ン 糸 、
テ ー プ 状 物 、 帯 状 物 で あ っ て も 良 い 。 以 下 、 単 に 「 紐 」 と い う 。 ） ３ と を 備 え る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 一 本 の 紐 ３ は 、 端 部 を 有 し な い よ う に 閉 じ ら れ た 形 状 に な っ て お り 、 バ ッ グ 本 体 ２ の 側
面 Ｓ ２ 及 び 底 面 Ｂ ２ を 巻 き 回 り す る よ う に 、 バ ッ グ 本 体 ２ の 外 表 面 に 取 り 付 け ら れ て お り
、 且 つ 、 バ ッ グ 本 体 ２ の 上 面 側 に お い て 、 一 対 の 握 手 部 （ グ リ ッ プ 部 ） ３ ａ 、 ３ ａ が 形 成
さ れ る よ う に さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 １ 中 、 ４ で 示 す 部 材 は 、 導 電 性 繊 維 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 導 電 性 繊 維 ４ は 、 端 部 を 有 し な い よ う に 閉 じ ら れ た 形 状 に な っ て い る 、 一 本 の 紐 ３ の 長
さ 方 向 に 沿 っ て 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の 例 で は 、 導 電 性 繊 維 ４ は 、 縫 製 又 は 裁 断 等 に よ り 、 端 部 を 有 し な い よ う に 閉 じ ら れ
た 形 状 に な っ て い る 、 一 本 の 紐 ３ の 長 さ 方 向 に 沿 っ て 縫 製 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 １ 中 で は 、 理 解 を 容 易 と す る た め に 、 紐 ３ に 縫 製 さ れ て い る 導 電 性 繊 維 ４ の 状 態 を 破
線 で 示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 紐 ３ は 、 導 電 性 繊 維 ４ 又 は 通 常 の 繊 維 よ り 、 バ ッ グ 本 体 ２ に 縫 い 付 け ら れ て い て も 、 又
は 、 両 面 テ ー プ 等 に よ り 、 バ ッ グ 本 体 ２ に 貼 り 付 け ら れ て い て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 以 上 の 構 成 に よ り 、 こ の バ ッ グ １ で は 、 導 電 性 繊 維 ４ が 、 握 手 部 （ グ リ ッ プ 部 ） ３ ａ 、
バ ッ グ 本 体 ２ の 側 面 Ｓ ２ 及 び バ ッ グ 本 体 ２ の 底 面 Ｂ ２ に 電 気 的 ・ 物 理 的 に 繋 が れ た 状 態 に
な る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 即 ち 、 こ の バ ッ グ １ で は 、 握 手 部 （ グ リ ッ プ 部 ） ３ ａ 、 ３ ａ 、 バ ッ グ 本 体 ２ の 側 面 Ｓ ２
、 Ｓ ２ 及 び バ ッ グ 本 体 ２ の 底 面 Ｂ ２ の 間 が 導 電 性 繊 維 ４ で 繋 が れ て い る の で 、 バ ッ グ １ が
、 例 え ば 、 床 や 地 面 上 に 置 か れ て い れ ば 、 導 電 性 繊 維 ４ を 伝 っ て 、 バ ッ グ １ に 帯 電 す る 静
電 気 は 、 バ ッ グ 本 体 ２ の 底 面 Ｂ ２ か ら 床 や 地 面 上 に 放 電 さ れ る 。 ま た 、 バ ッ グ １ に 帯 電 す
る 静 電 気 は 、 導 電 性 繊 維 ４ を 介 し て 、 空 中 に 、 放 電 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 こ の バ ッ グ １ で は 、 人 が バ ッ グ １ を 持 つ 際 に 必 ず 触 れ る 握 手 部 （ グ リ ッ プ 部 ） ３
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ａ 、 ３ ａ に も 導 電 性 繊 維 ４ を 配 し 、 静 電 気 を 帯 電 し て い る 人 が 、 バ ッ グ １ を 持 つ 際 に 、 必
ず 、 導 電 性 繊 維 ４ に 触 れ る よ う に し て い る の で 、 人 に 帯 電 し て い る 静 電 気 は 、 導 電 性 繊 維
４ を 介 し て 床 や 地 面 上 や 空 中 に 放 電 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ の 結 果 、 こ の バ ッ グ １ を 持 っ た 人 は 、 自 己 に 帯 電 し て い る 静 電 気 が 外 部 に 放 電 さ れ る
こ と に な り 、 手 指 と 物 と の 間 に 、 静 電 気 の 火 花 が 飛 ぶ こ と が 著 し く 減 少 す る の で 、 疼 痛 を
手 指 に 感 じ 、 不 快 な 気 持 ち に な る こ と が 著 し く 減 少 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 、 こ の バ ッ グ １ で は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 一 対 の 握 手 部 （ グ リ ッ プ 部 ） ３ ａ 、 ３ ａ
に 、 他 の 部 分 に 比 べ 、 多 く の 量 の 導 電 性 繊 維 ４ を 、 一 対 の 握 手 部 （ グ リ ッ プ 部 ） ３ ａ 、 ３
ａ の 各 々 の 表 面 に 、 そ の 面 積 が 広 く な る よ う に 設 け て い る 。 こ の 例 で は 、 特 に 以 下 の 場 合
に 限 定 さ れ る こ と は 無 い が 、 一 対 の 握 手 部 ３ ａ 、 ３ ａ の 各 々 の 表 面 に 、 多 く の 量 の 導 電 性
繊 維 ４ が 、 そ の 面 積 が 広 く な る よ う に 設 け る た め に 、 導 電 性 繊 維 ４ を ジ グ ザ グ 模 様 を 形 成
す る よ う に 設 け て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 こ の バ ッ グ １ で は 、 握 手 部 （ グ リ ッ プ 部 ） ３ ａ 、 ３ ａ の 表 面 側 に 、 広 い 面 積 を 形 成 す る
よ う に 導 電 性 繊 維 ４ を 配 置 し て い る の で 、 静 電 気 に 帯 電 し た 人 が 、 握 手 部 （ グ リ ッ プ 部 ）
３ ａ 、 ３ ａ に 指 手 を 接 近 さ せ て も 、 手 指 の 一 点 か ら 握 手 部 （ グ リ ッ プ 部 ） ３ ａ 、 ３ ａ の 一
点 に 静 電 気 の 火 花 が 飛 ぶ と い う 現 象 が 著 し く 減 少 す る の で 、 仮 に 、 こ の バ ッ グ を 持 つ 人 が
、 静 電 気 に 帯 電 し て い た と し て も 、 手 指 と 握 手 部 （ グ リ ッ プ 部 ） ３ ａ 、 ３ ａ １ と の 間 に 、
静 電 気 の 火 花 が 飛 ぶ こ と が 著 し く 減 少 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 こ の 結 果 、 こ の バ ッ グ １ に は 、 バ ッ グ １ を 持 つ 際 に 、 疼 痛 を 手 指 に 感 じ 、 不 快 な 気 持 ち
に な る こ と が 著 し く 減 少 さ せ る こ と が で き る 、 と い う 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 尚 、 図 １ で は 、 一 対 の 握 手 部 （ グ リ ッ プ 部 ） ３ ａ 、 ３ ａ の 各 々 の 表 面 に 、 多 く の 量 の 導
電 性 繊 維 ４ が 、 そ の 面 積 が 広 く な る よ う に 設 け る た め に 、 導 電 性 繊 維 ４ を ジ グ ザ グ 模 様 を
形 成 す る よ う に 設 け て い る が 、 こ れ に 限 定 さ れ る こ と は な く 、 多 く の 量 の 導 電 性 繊 維 ４ が
、 そ の 面 積 が 広 く な る よ う に 設 け る こ と が で き れ ば 、 一 対 の 握 手 部 （ グ リ ッ プ 部 ） ３ ａ 、
３ ａ に 、 例 え ば 、 文 字 、 図 形 、 記 号 及 び こ れ ら の 結 合 し た も の （ 例 え ば 、 ブ ラ ン ド （ 商 標
等 ） ） を 導 電 性 繊 維 ４ を 用 い て 表 せ ば 良 い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 そ し て 、 一 対 の 握 手 部 （ グ リ ッ プ 部 ） ３ ａ 、 ３ ａ に 、 例 え ば 、 文 字 、 図 形 、 記 号 及 び こ
れ ら の 結 合 し た も の （ 例 え ば 、 ブ ラ ン ド （ 商 標 等 ） ） を 導 電 性 繊 維 ４ を 用 い て 表 せ ば 、 こ
の バ ッ グ １ の 美 観 が 向 上 し た り 、 出 所 表 示 機 能 に よ り 、 バ ッ グ １ に 顧 客 吸 引 力 を 付 与 し た
り す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ま た 、 導 電 性 繊 維 ４ は 、 そ の ま ま 使 用 す る の で は 無 く 、 ヤ ス リ や 、 カ ッ タ ー 等 を 用 い 、
そ の 繊 維 の 表 面 粗 し 処 理 を 行 い 、 導 電 性 繊 維 の 表 面 を 毛 羽 立 た せ て か ら バ ッ グ １ に 使 用 す
る よ う に す れ ば 、 バ ッ グ １ か ら 空 中 へ 、 静 電 気 が 放 電 さ れ 易 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 こ の よ う に 、 導 電 性 繊 維 の 表 面 を 毛 羽 立 た せ て か ら バ ッ グ １ に 使 用 す れ ば 、 バ ッ グ １ に
は 、 更 に 、 バ ッ グ １ を 持 つ 際 に 、 疼 痛 を 手 指 に 感 じ 、 不 快 な 気 持 ち に な る こ と が 著 し く 減
少 さ せ る こ と が で き る 。
（ 実 施 例 ２ ）
　 図 ２ は 、 本 発 明 に 係 る バ ッ グ の 他 の 一 例 を 概 略 的 に 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 こ の バ ッ グ １ １ は 、 バ ッ グ １ と は 、 以 下 の 構 成 を 除 け ば 、 バ ッ グ １ と 同 様 の 構 成 を 備 え
る の で 、 バ ッ グ １ １ を 構 成 す る 構 成 部 材 中 、 バ ッ グ １ の 構 成 部 材 に 相 当 す る 構 成 部 材 に つ
い て は 、 バ ッ グ １ の 構 成 部 材 に 付 し た 参 照 符 号 と 同 一 の 参 照 符 号 を 付 し て 、 そ の 説 明 を 省
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略 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 こ の バ ッ グ １ １ は 、 一 対 の 握 手 部 （ グ リ ッ プ 部 ） １ ３ 、 １ ３ を バ ッ グ 本 体 ２ へ の 取 り 付
け た 構 造 を 有 し て お り 、 ま た 、 バ ッ グ 本 体 ２ の 底 面 Ｂ ２ に 底 鋲 ５ 、 ５ 、 ５ 、 ５ を 備 え る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 こ の バ ッ グ １ １ で は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 握 手 部 （ グ リ ッ プ 部 ） １ ３ 、 バ ッ グ 本 体 ２ の
側 面 Ｓ ２ 及 び 底 鋲 ５ の 間 が 導 電 性 繊 維 ４ で 繋 が れ て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 以 上 の 構 成 に よ り 、 こ の バ ッ グ １ １ で は 、 バ ッ グ １ １ が 、 例 え ば 、 床 や 地 面 上 に 置 か れ
て い れ ば 、 バ ッ グ １ １ に 帯 電 す る 静 電 気 は 、 本 体 の 底 面 の 底 鋲 ５ か ら 床 や 地 面 上 に 放 電 さ
れ る 。 ま た 、 バ ッ グ １ １ に 帯 電 す る 静 電 気 は 、 導 電 性 繊 維 ４ を 介 し て 、 空 中 に 、 放 電 さ れ
る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ま た 、 人 が バ ッ グ １ １ を 持 つ 際 に 必 ず 触 れ る 握 手 部 （ グ リ ッ プ 部 ） １ ３ に も 導 電 性 繊 維
４ を 配 し 、 静 電 気 を 帯 電 し て い る 人 が 、 バ ッ グ １ １ を 持 つ 際 に 、 必 ず 、 導 電 性 繊 維 に 触 れ
る よ う に し て い る の で 、 人 に 帯 電 し て い る 静 電 気 は 、 導 電 性 繊 維 ４ を 介 し て 床 や 地 面 上 や
空 中 に 放 電 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 こ の 結 果 、 こ の バ ッ グ １ １ を 持 っ た 人 は 、 自 己 に 帯 電 し て い る 静 電 気 が 外 部 に 放 電 さ れ
る の で 、 手 指 と 物 と の 間 に 、 静 電 気 の 火 花 が 飛 ぶ こ と が 著 し く 減 少 す る の で 、 疼 痛 を 手 指
に 感 じ 、 不 快 な 気 持 ち に な る こ と が 著 し く 減 少 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 こ の 結 果 、 こ の バ ッ グ １ １ を 持 っ た 人 は 、 自 己 に 帯 電 し て い る 静 電 気 が 外 部 に 放 電 さ れ
る こ と に な り 、 手 指 と 物 と の 間 に 、 静 電 気 の 火 花 が 飛 ぶ こ と が 著 し く 減 少 す る の で 、 疼 痛
を 手 指 に 感 じ 、 不 快 な 気 持 ち に な る こ と が 著 し く 減 少 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 ま た 、 こ の バ ッ グ １ で は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 一 対 の 握 手 部 （ グ リ ッ プ 部 ） ３ ａ 、 ３ ａ
に 、 他 の 部 分 に 比 べ 、 多 く の 量 の 導 電 性 繊 維 ４ を 、 一 対 の 握 手 部 （ グ リ ッ プ 部 ） ３ ａ 、 ３
ａ の 各 々 の 表 面 に 、 そ の 面 積 が 広 く な る よ う に 設 け て い る 。 こ の 例 で は 、 特 に 以 下 の 場 合
に 限 定 さ れ る こ と は 無 い が 、 一 対 の 握 手 部 ３ ａ 、 ３ ａ の 各 々 の 表 面 に 、 多 く の 量 の 導 電 性
繊 維 ４ が 、 そ の 面 積 が 広 く な る よ う に 設 け る た め に 、 導 電 性 繊 維 ４ を 、 文 字 、 図 形 、 記 号
及 び こ れ ら の 結 合 し た も の （ 例 え ば 、 ブ ラ ン ド （ 商 標 等 ） ） を 形 成 す る よ う に 設 け て い る
。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 こ の バ ッ グ １ で は 、 握 手 部 （ グ リ ッ プ 部 ） １ ３ 、 １ ３ の 表 面 側 に 、 広 い 面 積 を 形 成 す る
よ う に 導 電 性 繊 維 ４ を 配 置 し て い る の で 、 静 電 気 に 帯 電 し た 人 が 、 握 手 部 （ グ リ ッ プ 部 ）
１ ３ 、 １ ３ に 指 手 を 接 近 さ せ て も 、 手 指 の 一 点 か ら 握 手 部 （ グ リ ッ プ 部 ） １ ３ 、 １ ３ の 一
点 に 静 電 気 の 火 花 が 飛 ぶ と い う 現 象 が 著 し く 減 少 す る の で 、 仮 に 、 こ の バ ッ グ を 持 つ 人 が
、 静 電 気 に 帯 電 し て い た と し て も 、 手 指 と 握 手 部 （ グ リ ッ プ 部 ） １ ３ 、 １ ３ と の 間 に 、 静
電 気 の 火 花 が 飛 ぶ こ と が 著 し く 減 少 す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 こ の 結 果 、 こ の バ ッ グ １ １ に は 、 バ ッ グ １ １ を 持 つ 際 に 、 疼 痛 を 手 指 に 感 じ 、 不 快 な 気
持 ち に な る こ と が 著 し く 減 少 さ せ る こ と が で き る 、 と い う 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 尚 、 図 ２ で は 、 一 対 の 握 手 部 （ グ リ ッ プ 部 ） １ ３ 、 １ ３ の 各 々 の 表 面 に 、 多 く の 量 の 導
電 性 繊 維 ４ が 、 そ の 面 積 が 広 く な る よ う に 設 け る た め に 、 導 電 性 繊 維 ４ を 文 字 、 図 形 、 記
号 及 び こ れ ら の 結 合 し た も の （ 例 え ば 、 ブ ラ ン ド （ 商 標 等 ） ） を 形 成 す る よ う に 設 け て い
る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 こ の よ う に 、 一 対 の 握 手 部 （ グ リ ッ プ 部 ） １ ３ 、 １ ３ に 、 例 え ば 、 文 字 、 図 形 、 記 号 及
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び こ れ ら の 結 合 し た も の （ 例 え ば 、 ブ ラ ン ド （ 商 標 等 ） ） を 導 電 性 繊 維 ４ を 用 い て 表 せ ば
、 こ の バ ッ グ １ の 美 観 が 向 上 し た り 、 出 所 表 示 機 能 に よ り 、 バ ッ グ １ １ に 顧 客 吸 引 力 を 付
与 し た り す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 尚 、 多 く の 量 の 導 電 性 繊 維 ４ が 、 一 対 の 握 手 部 （ グ リ ッ プ 部 ） １ ３ 、 １ ３ に 、 そ の 面 積
が 広 く な る よ う に 設 け る こ と が で き れ ば 、 一 対 の 握 手 部 （ グ リ ッ プ 部 ） １ ３ 、 １ ３ に 、 例
え ば 、 意 味 の 無 い 図 形 を 導 電 性 繊 維 ４ を 用 い て 表 す よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 ま た 、 導 電 性 繊 維 ４ は 、 そ の ま ま 使 用 す る の で は 無 く 、 ヤ ス リ や 、 カ ッ タ ー 等 を 用 い 、
そ の 繊 維 の 表 面 粗 し 処 理 を 行 い 、 導 電 性 繊 維 の 表 面 を 毛 羽 立 た せ て か ら バ ッ グ １ １ に 使 用
す る よ う に す れ ば 、 バ ッ グ １ １ か ら 空 中 へ 、 静 電 気 が 放 電 さ れ 易 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 こ の よ う に 、 導 電 性 繊 維 の 表 面 を 毛 羽 立 た せ て か ら バ ッ グ １ １ に 使 用 す れ ば 、 バ ッ グ １
１ に は 、 更 に 、 バ ッ グ １ １ を 持 つ 際 に 、 疼 痛 を 手 指 に 感 じ 、 不 快 な 気 持 ち に な る こ と が 著
し く 減 少 さ せ る こ と が で き る 。
（ 実 施 例 ３ ）
　 図 ３ は 、 本 発 明 に 係 る バ ッ グ の 他 の 一 例 を 概 略 的 に 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 こ の バ ッ グ ２ １ は 、 バ ッ グ １ １ と は 、 バ ッ グ １ １ と 同 様 の 構 成 を 備 え る の で 、 バ ッ グ ２
１ を 構 成 す る 構 成 部 材 中 、 バ ッ グ １ １ の 構 成 部 材 に 相 当 す る 構 成 部 材 に つ い て は 、 バ ッ グ
１ １ の 構 成 部 材 に 付 し た 参 照 符 号 と 同 一 の 参 照 符 号 を 付 し て 、 そ の 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 こ の バ ッ グ ２ １ は 、 一 対 の 握 手 部 （ グ リ ッ プ 部 ） １ ３ 、 １ ３ を バ ッ グ 本 体 ２ へ の 取 り 付
け た 構 造 を 有 し て お り 、 ま た 、 バ ッ グ 本 体 ２ の 底 面 Ｂ ２ に 底 鋲 ５ ・ ・ ・ を 備 え る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 こ の バ ッ グ ２ １ で は 、 バ ッ グ １ １ と 同 様 、 握 手 部 （ グ リ ッ プ 部 ） １ ３ 、 バ ッ グ 本 体 ２ の
側 面 Ｓ ２ 及 び 底 鋲 ５ の 間 が 導 電 性 繊 維 ４ で 繋 が れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 ま た 、 こ の バ ッ グ ２ １ は 、 脱 着 可 能 な シ ョ ル ダ 紐 ２ １ を 備 え る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 バ ッ グ 本 体 ２ に は 、 所 定 の 位 置 に 、 シ ョ ル ダ 紐 ２ １ を 取 り 付 け る 、 導 電 性 材 料 で 製 さ れ
た 一 対 の シ ョ ル ダ 取 付 部 ２ ３ 、 ２ ３ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 シ ョ ル ダ 取 付 部 ２ ３ 、 ２ ３ は 、 導 電 性 材 料 で 製 さ れ て い る 限 り 、 ア ル ミ ニ ウ ム 、 銅 、 真
鍮 、 銀 、 金 そ の 他 の 金 属 で 製 さ れ て い て も 良 く 、 導 電 性 樹 脂 で 製 さ れ て い て も 良 い 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 シ ョ ル ダ 紐 ２ １ は 、 そ の 両 端 の 各 々 に 、 導 電 性 材 料 で 製 さ れ た 取 付 具 ２ ２ 、 ２ ２ を 有 す
る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 取 付 部 ２ ２ 、 ２ ２ は 、 導 電 性 材 料 で 製 さ れ て い る 限 り 、 ア ル ミ ニ ウ ム 、 銅 、 真 鍮 、 銀 、
金 そ の 他 の 金 属 で 製 さ れ て い て も 良 く 、 導 電 性 樹 脂 で 製 さ れ て い て も 良 い 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 そ し て 、 シ ョ ル ダ 紐 ２ ２ に は 、 導 電 性 繊 維 ４ が 、 導 電 性 材 料 で 製 さ れ た 一 対 の 取 付 具 ２
２ 、 ２ ２ の 間 を 電 気 的 ・ 物 理 的 に 繋 ぐ よ う に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 ま た 、 導 電 性 材 料 で 製 さ れ た 一 対 の シ ョ ル ダ 取 付 部 ２ ３ 、 ２ ３ の 各 々 は 、 握 手 部 １ ３ 、
バ ッ グ 本 体 ２ の 側 面 Ｓ ２ 及 び 底 鋲 ５ の 間 を 繋 ぐ 導 電 性 繊 維 ４ に 電 気 的 ・ 物 理 的 に 結 線 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 以 上 の 構 成 に よ り 、 こ の バ ッ グ ２ １ で は 、 シ ョ ル ダ 紐 ２ １ に 設 け ら れ て い る 取 付 具 ２ ２
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、 ２ ２ を バ ッ グ 本 体 ２ に 設 け ら れ て い る シ ョ ル ダ 取 付 部 ２ ３ 、 ２ ３ に 取 り 付 け る と 、 バ ッ
グ ２ １ が 、 例 え ば 、 床 や 地 面 上 に 置 か れ て い れ ば 、 バ ッ グ ２ １ に 帯 電 す る 静 電 気 は 、 バ ッ
グ 本 体 ２ の 底 面 Ｂ ２ の 底 鋲 ５ か ら 床 や 地 面 上 に 放 電 さ れ る 。 ま た 、 バ ッ グ ２ １ に 帯 電 す る
静 電 気 は 、 導 電 性 繊 維 ４ を 介 し て 、 空 中 に 、 放 電 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 ま た 、 人 が バ ッ グ ２ １ を 担 ぐ た め に シ ョ ル ダ 紐 ２ １ を 肩 に か け る と 、 必 ず 、 導 電 性 繊 維
４ に 触 れ る こ と に な る の で 、 人 に 帯 電 し て い る 静 電 気 は 、 導 電 性 繊 維 ４ を 介 し て 床 や 地 面
上 や 空 中 に 放 電 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 こ の 結 果 、 こ の バ ッ グ ２ １ を シ ョ ル ダ 紐 ２ １ を 利 用 し て 肩 に 担 い だ 人 は 、 自 己 に 帯 電 し
て い る 静 電 気 が 外 部 に 放 電 さ れ る の で 、 手 指 と 物 と の 間 に 、 静 電 気 の 火 花 が 飛 ぶ こ と が 著
し く 減 少 す る の で 、 疼 痛 を 手 指 に 感 じ 、 不 快 な 気 持 ち に な る こ と が 著 し く 減 少 す る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 ま た 、 シ ョ ル ダ 紐 ２ １ に 使 用 す る 導 電 性 繊 維 ４ は 、 そ の ま ま 使 用 す る の で は 無 く 、 ヤ ス
リ や 、 カ ッ タ ー 等 を 用 い 、 そ の 繊 維 の 表 面 粗 し 処 理 を 行 い 、 導 電 性 繊 維 の 表 面 を 毛 羽 立 た
せ て か ら バ ッ グ ２ １ に 使 用 す る よ う に す れ ば 、 バ ッ グ ２ １ か ら 空 中 へ 、 静 電 気 が 放 電 さ れ
易 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 こ の よ う に 、 導 電 性 繊 維 の 表 面 を 毛 羽 立 た せ て か ら バ ッ グ ２ １ に 使 用 す れ ば 、 バ ッ グ ２
１ に は 、 更 に 、 バ ッ グ ２ １ を 持 つ 際 に 、 疼 痛 を 手 指 に 感 じ 、 不 快 な 気 持 ち に な る こ と が 著
し く 減 少 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 尚 、 導 電 性 繊 維 は 、 握 手 部 の 表 面 に 配 置 さ れ て お り 、 且 つ 、 バ ッ グ 本 体 の 下 面 （ 又 は 、
底 鋲 に 電 気 的 ・ 物 理 的 に 接 続 さ れ て お れ ば 、 バ ッ グ 本 体 の 外 表 面 側 、 内 表 面 側 、 バ ッ グ 本
体 の 袋 部 が 二 重 に な っ て い る よ う な 場 合 は 、 内 側 に 配 置 さ れ て い て も 良 い 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 又 、 以 上 の 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 に お い て 説 明 し た バ ッ グ １ 、 １ １ 、 ２ １ は
、 単 な る 例 示 で あ っ て 、 本 発 明 は 、 バ ッ グ １ 、 １ １ 、 ２ １ に 限 定 さ れ る こ と は な い 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 バ ッ グ １ 、 １ １ 、 ２ １ と 形 状 、 構 造 、 デ ザ イ ン が 異 な っ て い て も 、 本 願 の 特 許 請 求 の 範
囲 に 含 ま れ る バ ッ グ は 、 い ず れ も 、 本 願 発 明 に 含 ま れ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ８ １ 】
　 本 発 明 に 係 る バ ッ グ は 、 バ ッ グ を 持 つ 人 の 静 電 気 を 外 部 に 放 電 で き る の で 、 産 業 上 の 利
用 可 能 性 が 高 い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ８ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る バ ッ グ の 一 例 を 概 略 的 に 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に 係 る バ ッ グ の 他 の 一 例 を 概 略 的 に 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に 係 る バ ッ グ の 他 の 一 例 を 概 略 的 に 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 従 来 の 静 電 気 帯 電 防 止 用 バ ッ グ の 一 例 を 概 略 的 に 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ 中 、 領 域 Ｒ １ ０ １ を 拡 大 し て 概 略 的 に 示 す 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ８ ３ 】
１ 　 バ ッ グ
２ 　 バ ッ グ 本 体
３ 　 紐
３ ａ 、 １ ３ 　 握 手 部 （ グ リ ッ プ 部 ）
４ 　 導 電 性 繊 維
５ 　 底 鋲
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２ １ 　 シ ョ ル ダ 紐
２ ２ 　 導 電 性 材 料 で 製 さ れ た 取 付 具
２ ３ 　 導 電 性 材 料 で 製 さ れ た シ ョ ル ダ 取 付 部
Ｓ ２ 　 バ ッ グ 本 体 の 側 面
Ｂ ２ 　 バ ッ グ 本 体 の 底 面

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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